
平成１７年１月１０日　　（２）

土砂等のたい積及び投棄の規制に関する条例案を可決

所
得
税
の
還
付
申
告
相
談
会
を
開
催
！�

所
得
税
の
還
付
申
告
相
談
会
を
開
催
！�

　

平
成　

年
分
の
所
得
税
還
付
申
告
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

１６

　

ご
自
分
で
申
告
書
の
作
成
を
行
い
、
そ
の
場
で
提
出
で
き
ま

す
。

　

必
要
な
書
類
を
持
参
の
う
え
、
該
当
す
る
相
談
会
に
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

�次
の
方
で
還
付
申
告
と
な
る
方

① 　

年
金
受
給
者
の
方

② 　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
医
療
費
控
除
の
適

用
を
受
け
る
方

③ 　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
の
適
用
を
受
け
る
方

④ 　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
年
末
調
整
が
済
ん

で
い
な
い
方

※
た
だ
し
、
土
地
等
の
譲
渡
所
得
の
あ
る

方
は
、
越
谷
税
務
署
で
の
受
け
付
け
に

な
り
ま
す
。

�① 
公
的
年
金
等
を
申
告
す
る
場
合

▼ 
平
成　

年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

１６

票
（
原
本
）

▼ 
社
会
保
険
料（
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
）

の
支
払
金
額
が
わ
か
る
書
類
（
領
収
書

な
ど
）

▼ 
生
命
保
険
お
よ
び
損
害
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、
生
命
保
険
料
控
除
証
明

書
お
よ
び
損
害
保
険
料
控
除
証
明
書

▼ 
申
告
者
本
人
名
義
の
預
貯
金
口
座
番
号

（
還
付
金
が
あ
る
場
合
、
振
り
込
み
に

必
要
）
の
わ
か
る
も
の

▼ 
印
鑑
・
筆
記
用
具

② 
医
療
費
控
除
の
場
合

▼ 
平
成　

年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

１６

（
原
本
）

▼ 
平
成　

年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領

１６

収
書
（
事
前
に
病
院
別
に
集
計
を
出
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
）

▼ 
支
払
っ
た
医
療
費
に
つ
い
て
、
健
康
保

険
組
合
な
ど
か
ら
給
付
を
受
け
た
配
偶

対
象
と
な
る
方

相
談
の
際
、ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

者
出
産
育
児
一
時
金
や
保
険
金
な
ど 

で
、
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が
わ
か
る
書

類
▼ 
申
告
者
本
人
名
義
の
預
貯
金
口
座
番
号

（
還
付
金
の
振
り
込
み
に
必
要
）
の
わ

か
る
も
の

▼ 
印
鑑
・
筆
記
用
具
・
計
算
器

③ 
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
場
合

▼ 
平
成　

年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

１６

（
原
本
）

▼ 
住
民
票
の
写
し

▼ 
家
屋
の
登
記
簿
謄
本
ま
た
は
抄
本

▼ 
請
負
契
約
書
や
売
買
契
約
書
な
ど
、
家

屋
の
取
得
の
わ
か
る
書
類
の
写
し

▼ 
住
宅
取
得
資
金
に
か
か
る
借
入
金
の
年

末
残
高
等
証
明
書

▼ 
申
告
者
本
人
名
義
の
預
貯
金
口
座
番
号

（
還
付
金
の
振
り
込
み
に
必
要
）
の
わ

か
る
も
の

▼ 
印
鑑
・
筆
記
用
具
・
計
算
器

※
増
改
築
な
ど
の
場
合
、
右
記
の
ほ
か
に

建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
、
検
査
済
証

の
写
し
、
ま
た
は
建
築
士
か
ら
交
付
を

受
け
た
増
改
築
等
工
事
証
明
書
が
必
要

で
す
。

※
敷
地
等
に
か
か
る
借
入
金
に
つ
い
て
適

用
を
受
け
る
場
合
は
、
右
記
の
ほ
か
に

敷
地
等
の
登
記
簿
謄
本
、ま
た
は
抄
本
、

そ
の
敷
地
な
ど
の
分
譲
に
か
か
る
売
買

契
約
書
等
の
書
類
の
写
し
が
必
要
で
す
。

（
家
屋
の
取
得
等
に
か
か
る
借
入
金
の

年
末
残
高
が
あ
る
場
合
に
限
り
ま
す
）

④ 
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
場
合

▼ 
平
成　

年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

１６

（
原
本
）

▼ 
社
会
保
険
料（
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
）

の
支
払
金
額
が
わ
か
る
書
類
（
領
収
書

な
ど
）

▼ 
生
命
保
険
お
よ
び
損
害
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、
生
命
保
険
料
控
除
証
明

書
お
よ
び
損
害
保
険
料
控
除
証
明
書

▼ 
申
告
者
本
人
名
義
の
預
貯
金
口
座
番
号

（
還
付
金
が
あ
る
場
合
、
振
り
込
み
に

必
要
）
の
わ
か
る
も
の　

▼ 
印
鑑
・
筆
記
用
具

� 所
得
税
還
付
申
告
相
談
会
日
程
表

八
潮
メ
セ
ナ
会
場
（
２
階
集
会
室
）

主
催　

越
谷
税
務
署
・
税
理
士
会

　

日
�
に
限
り
、
確
定
申
告
の
相
談
受

２７付
を
行
い
ま
す
。
確
定
申
告
の
相
談
が

必
要
な
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

税
理
士
事
務
所
に
お
け
る
還
付
申
告

無
料
相
談
会

　

関
東
信
越
税
理
士
会
越
谷
支
部
に
属
す

る
税
理
士
事
務
所
に
お
い
て
、
少
額
の
還

付
相
談
お
よ
び
申
告
書
の
作
成
を
無
料
で

行
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
税
理
士
事
務

所
、
ま
た
は
税
理
士
会
事
務
局
（
午
前　
１０

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
）
に
電
話

連
絡
の
う
え
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■日
 

２
月
１
日
�
〜　

日
�
（ 
土
・
日
・
祝

１５

日
を
除
く
）

※
電
話
連
絡
が
必
要
で
す
。

■場
 

各
税
理
士
事
務
所

■対
 

年
金
を
受
け
て
い
る
方
・
給
与
所
得
者

で
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
・
年
の
途
中

で
退
職
し
た
方

■費
 

無
料
（
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
有
料
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

■問
 

関
東
信
越
税
理
士
会
越
谷
支
部
事
務
局

�　

・
６
１
３
１

９６２
◆ 
確
定
申
告
に
関
す
る
各
種
情
報
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

�
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w
w
w
.nta.g

o
.jp

    
    
 
 
      
 
   

�
関
東
信
越
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w
w
w
.kanto

shinetsu

    
    
 
 
      
        

.nta.g
o
.jp

      
 
   

※
市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
広
報
や
し
お

２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　個

人
事
業
者
の
皆
様
へ
！

　

平
成　

年
分
の
課
税
売
上
高
が
、
１
千

１５

万
円
を
超
え
て
い
る
方
は
、
平
成　

年
分

１７

消
費
税
の
課
税
事
業
者
と
な
り
、
平
成　
１７

年
１
月
か
ら
日
々
の
記
帳
や
書
類
の
保
存

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
、「
課
税
事
業
者
届
出
書
」
の
提
出

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
越
谷
税
務
署 

（
�　

・
８
１
１
１
）
へ

９６５

開
催
日

２
月
８
日

�２
月
９
日

�２
月　

日
１０

�

受
付
時
間

午
前
９
時　

分
３０

〜　

時
１１

午
後
１
時〜

３
時

午
前
９
時　

分
３０

〜　

時
１１

午
後
１
時〜

３
時

相
談
内
容

公
的
年
金
等

の
受
給
者

住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除

・
医
療
費
控

除
の
還
付
申

告
・
年
末
調

整
が
済
ん
で

い
な
い
方

※
越
谷
市
中
央
市
民
会
館
税
務
署
特
設 

会
場
に
て
２
月
１
日
�
か
ら
相
談
受
付

を
開
始
し
ま
す
。

■日
 

２
月
１
日
�
〜
３
月　

日
�
（
土
・
日

１５

・
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜　

時
、
午

１１

後
１
時
〜
３
時　

分
３０

◆ 
２
月
１
日
�
か
ら
２
月　

日
�
ま
で
は

１５

還
付
申
告
の
方
が
対
象
で
す
。

　
　

な
お
、
譲
渡
所
得
や
贈
与
税
の
申
告

の
方
は
、
越
谷
税
務
署
会
場
で
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

※
越
谷
税
務
署
会
場
で
は
、
平
日
（
月
〜

金
曜
日
）
以
外
で
も
、
２
月　

日
�
・

２０

【条例制定の理由】
　「つくばエクスプレス」の開業に合わせ、南部地区２６０ヘクタールを
はじめとして市内で宅地などの開発が行われています。ところが、俗
に「山」といわれるように、土砂等の無秩序なたい積や建設工事から
発生したと思われる「土砂等」が、心無い者により路上や開発者が管
理する土地、個人の所有地等に投棄される事件が多発しています。こ
れに対応するため条例を制定するものです。

【条例の目的】
　土砂等のたい積および投棄に関する必要な規制を行うことにより、
無秩序な土砂等のたい積および土砂等の投棄を防止し、市民生活の安
全の確保および生活環境を保全することを目的としています。

【条例の内容】
　この条例は、「土砂等のたい積に係る規制」と「土砂等の投棄に係る
規制」から構成されています。
　面積が５００平方メートル以上３,０００平方メートル未満の土地の区域に
土砂等をたい積する場合、市長の許可が必要となります。また、市長
は土砂等の投棄を禁止し、土砂等の投棄の発見の通報があった場合や
土砂等の投棄を発見した場合には、投棄の状況を調査したうえで「所
轄の警察署長」に通報し、市は投棄を行った者に対して「原状回復そ
の他必要な措置」を命ずることができる内容となっています。

【定義】
■土砂等の投棄･･････土砂等を公共の場所および他人が所有し、また

は管理する場所にみだりに投棄し、または放置すること
をいう。

【土砂等のたい積の許可】
　土砂等のたい積を行おうとする者は、たい積に関する計画を定め、
市長の許可を受けなければならないことが定められています。

【罰則規定】
　土砂等のたい積の規制に違反した場合は、最高で｢２年以下の懲役又
は１００万円以下の罰金｣の罰則が適用されます。

【施行日】
　この条例の施行日は、本年４月１日からとしています。ただし、土
砂等の投棄の禁止は、公布の日（平成１６年１２月２４日）から施行となっ
ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問 環境課�◯内 ２３５
　　　

土砂等のたい積及び投棄の規制に関する条例案を可決土砂等のたい積及び投棄の規制に関する条例案を可決
「八潮市土砂等のたい積及び投棄の規制に関する条例」案
が、昨年１２月の市議会定例会で可決されましたので、その
概要をお知らせします。（詳細は次号に掲載します）

�「広報やしお」は毎月１回１０日に新聞折り込みで配布します。届いていない世帯の方は最寄りの公共施設、金融機関でお受け取りください。
　また、市内９カ所のコンビニエンスストアでもお受け取りになれます。なお、次回の新聞折り込みは２月１０日です。


